イベントフロー：[ログインする]ユースケース

１．事前条件

ユーザ名とパスワードを所有していること。

２．メインフロー

このユースケースは過去問情報の管理を行う人（以下管理人）がログイン画面を表示することから始まる。管理人はログイン画面でユーザ名とパスワードを入力し、「ログイン」を選択する。システムはユーザ名とパスワードが正しいか判別する(E-1)。ログインに成功すると、システムは管理画面を表示し、ユースケースを終了する。
３．例外フロー
E-1：ログイン名またはパスワードが正しくない。システムは再度ログイン名とパスワードを入力するよう管理人に促す。

イベントフロー：[過去問情報を登録する]のユースケース

１．事前条件

ログインしていること。

２．メインフロー

このユースケースは過去問情報の管理を行う人（以下管理人）が管理画面から「登録」を選択することから始まる。システムは過去問情報の登録画面に切り替える。管理人は登録する過去問情報に関する記述を行う。記述項目は、「学科」、「科目名」、「担当教官」、「開講年度」の4つである。管理人は、それぞれの記述を行った後、「決定」を選択する(E-1)(E-2)。システムは、登録した過去問情報データに、固有の「過去問情報ナンバー」を割り当てる。登録が終わるとユースケースは終了する。
３．例外フロー

E-1：管理者が記述項目の1つ以上に空欄があるまま「決定」を選択する。管理人は再入力を行うか、ユースケースを終了する。
E-2：過去問情報ナンバーが全て使用中である。システムはユースケースを終了する
イベントフロー：[過去問情報を編集する]のユースケース

１．事前条件

ログインしていること。

事前に編集する過去問情報の「過去問情報ナンバー」を知っていること。

２．メインフロー

このユースケースは過去問情報の管理を行う人（以下管理人）が管理画面から「編集」を選択することから始まる。システムは過去問情報の検索画面に切り替える。管理人は編集したい過去問情報の「過去問情報ナンバー」を入力し、「検索」を選択する。検索結果として、システムは登録した過去問情報の編集画面を表示する(E-1)。管理人は登録時に記述した「学科」、「科目名」、「担当教官」、「開講年度」の中から修正したい項目を修正する。その後、管理人は「決定」を選択する(E-2)。システムは編集した過去問情報を更新する。システムはユースケースを終了する。
３．例外フロー

E-1：検索結果に該当する過去問情報がない。管理人は再検索するか、ユースケースを終了する。
E-2：管理人が記述項目の1つ以上に空欄があるまま「決定」を選択する。管理人は再入力を行うか、ユースケースを終了する。

イベントフロー：「レビューを書く」ユースケース
1．事前条件
過去問情報が登録されていること。
2．メインフロー
このユースケースは、利用者が登録した過去問情報の閲覧画面から「レビューを書く」を選択するところからはじまる。システムは名前とレビューを入力するための新規画面を開く。利用者は新規画面に名前とその過去問情報に対するレビューを入力する。利用者はそれぞれを入力後、「作成」を選択する(E-1)。システムは登録された過去問情報の閲覧画面にレビューを追加する。
3．例外フロー

E-1：名前またはレビューが何も書かれていない。利用者は再入力を行うか、ユースケースを終了する。
シナリオ：[ログインする]ユースケース
平成22年4月8日、過去問管理システムを管理している成井彰太君は、管理システムを使用するために管理者専用のログイン画面にてログインを行う。成井君はログイン画面で自身の所有しているログイン名とパスワードを入力し、ログインを選択する。その後、認証に成功するとシステムは管理画面を表示する。

例外シナリオ

成井君はログイン画面にてログイン名またはパスワードを間違って入力し、ログインを選択する。システムは認証に失敗し、「ログイン名またはパスワードが間違っています」という警告文が表示され、ログイン画面へと切り替わる。成井君は再度ログイン名とパスワードを入力する。

シナリオ：[過去問情報を登録する]ユースケース
平成22年4月8日、過去問管理システムを管理している成井彰太君は、今年度の開講する過去問情報を登録することにした。成井君はまずはオペレーティングシステムを登録する。成井君は管理画面から「登録」を選択し、登録画面を表示する。登録画面にて成井君は、「学科」に「知能情報工学科」、「科目名」に「オペレーティングシステム」、「担当教官」に「工大太郎」、「開講年度」に「H22」と入力し、登録を選択する。システムは登録処理を行う。登録が終わるとシステムは管理画面に戻る。
例外シナリオ

成井君は登録画面にて記述項目に空欄が残ったまま間違って登録を選択する。するとシステムは「記述項目に空欄があります」との忠告文を表示して、登録画面に戻る。成井君は空欄の部分を記入して再び登録を選択する。システムは登録処理を行う。登録が終わるとシステムは管理画面に戻る。
成井君は登録画面にて全ての項目を記述して登録を選択する。しかし、過去問情報ナンバーが全て使われていたので、システムは「過去問情報ナンバーが全て使われています」との忠告文を表示し登録画面に戻る。
シナリオ：[過去問情報を編集する]ユースケース
過去問管理システムを管理している成井彰太君は、登録してあるオペレーティングシステムという過去問情報に記述ミスがあったとの連絡を受けた。成井君はそのミスがある過去問情報の過去問情報ナンバーを教えてもらい、過去問情報の編集を行う。成井君は管理画面から「編集」を選択する。検索画面に切り替わり、成井君はオペレーティングシステムの過去問情報ナンバーを入力し、「検索」を選択する。システムは検索に成功し、オペレーティングシステムの編集画面を表示する。成井君は、編集画面にて間違いがあった箇所を修正し、「編集」を選択する。編集が終わるとシステムは管理画面に戻る。
例外シナリオ
成井君は検索画面にて過去問情報ナンバーを入力して「検索」を選択する。しかし過去問情報ナンバーに該当するものが無かったので、システムは「該当する過去問情報ナンバーは見つかりませんでした」との文章を表示し、作業を中止した。
検索に成功し、オペレーティングシステムの編集を行う成井君は、間違って空欄の記述項目を作ったまま「編集」を選択する。システムは「記述項目に空欄があります」との忠告文を表示し、編集画面へと戻る。

シナリオ：「レビューを書く」ユースケース
8月のとある試験期間終了後、九工大生の成井彰太君は大学で採用された過去問管理システムに今年のオペレーティングシステムのレビューを書くことにする。成井君はシステムを使用して今年のオペレーティングシステムの問題を検索し、閲覧する。成井君は「レビューを書く」を選択する。成井君はそのレビューを書く。その後、成井君は「作成」を選択する。成井君は過去問の閲覧画面に自身のレビューが表示されていることを確認する。
例外シナリオ
成井君は「レビューを書く」を選択してレビューを書く。しかし、成井君は間違えて名前を無記入のまま作成を選択する。するとシステムは名前が書かれていないことを注意する文章を表示し、再度入力画面に戻る。成井君は無記入だった名前を記入し、作成を選択する。成井君は過去問の閲覧画面に自身のレビューが表示されていることを確認する。
